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六 亡.. ： 
五
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の
巻
三
十
「
楽
器
」
に
は
、
棺
奄
は
何
か
ら
町
瑶
の
号
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
そ
の
考
証
は
不
可
能
に
近
い
が
、
本
邦
倍
声
に
対
す
る
横
笛
、
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
『
清
楽
考
』
の
柏
板
と
十
字
譜
そ
の
『
通
雅
』
こ
れ
は
格
竜
関
係
の
他
の
著
作
に
も
見
出
せ
る
。
例
え
ば
C
.
L
・
ブ
ル
ー
ム
著
の
蘭
書
(
C
a
t
a
l
o
g
u
s
 
v
a
n
 e
e
n
i
g
'e
 d
e
r
 m
e
r
k
w
a
a
r
d
i
g
s
t
e
 z
o
o
 in ,
 als 
uit ,
 he
e
m
s
c
h
e
 g
e
w
a
s
s
e
n
.
 Ba
t
a
v
i
a
.)
の
宰
会
試
に
途
工
奄
『
秘
稿
』
に
は
「
椿
奄
」
の
文
字
は
見
出
せ
な
い
が
、
月
琴
の
樟
の
図
と
思
わ
れ
る
一
枚
の
紙
背
は
、
格
奄
の
最
晩
年
の
自
筆
稲
本
で
あ
る
『
和
蘭
志
略
』
十
六
冊
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
）
の
十
六
冊
目
に
あ
る
「
亜
休
別
休
多
博
」
の
草
稲
の
断
片
で
あ
る
。
筆
・
訂
正
が
は
な
は
だ
し
く
、
そ
の
様
子
か
ら
い
っ
て
も
椿
惹
と
『
秘
稿
』
の
一
枚
と
の
強
い
む
す
び
つ
き
を
示
唆
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
『
清
楽
考
』
『
宇
田
川
椿
奄
楽
律
研
究
資
料
』
『
秘
稿
東
西
楽
律
』
の
三
資
料
は
、
宇
田
川
楷
奄
が
町
瑶
と
い
う
号
で
著
作
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
楽
律
資
料
』
と
『
秘
稿
』
の
全
紙
が
棺
竜
の
手
に
な
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
筆
蹟
か
ら
い
っ
て
も
明
ら
か
に
異
筆
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
な
く
、
全
体
が
棺
華
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
も
し
全
て
が
椿
奄
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
熔
惹
が
珂
瑶
を
名
乗
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
解
の
項
目
中
の
八
箇
所
に
、
『
通
雅
』
（
五
十
二
巻
。
明
・
方
以
智
撰
）
の
巻
二
十
九
「
楽
曲
」
丁
寧
。
鉦
也
。
詔
如
二
丁
令
―
。
因
作
二
町
摩
―
。
通
為
二
真
冷
丁
東
l
o
の
自
署
が
あ
り
、
そ
の
横
に
同
じ
印
が
見
ら
れ
る
。
「
棺
奔
」
の
印
記
（
朱
印
）
が
見
ら
れ
、
『
楽
律
資
料
』
の
一
枚
に
は
、
笙、
一
作
ー
一
丁
賞
。
加
箪
築
、
琵
琶
の
各
楽
器
の
楽
律
対
照
表
が
あ
る
が
、
そ
の
左
下
に
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宇
田
川
裕
荷
の
号
を
め
ぐ
っ
て
い
て
の
諸
説
を
載
せ
る
の
に
多
く
の
丁
を
さ
い
て
い
る
。
そ
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
三
資
料
が
清
楽
に
関
す
る
内
容
を
多
く
含
む
こ
と
が
手
が
か
り
に
な
る
。
『
清
楽
考
』
は
そ
の
書
名
か
ら
推
し
て
も
当
然
で
あ
る
が
、
清
楽
の
演
奏
に
用
い
る
楽
器
の
説
明
や
そ
の
図
、
十
字
譜
（
エ
尺
譜
）
に
つ
熔
奄
は
い
つ
ご
ろ
珂
瑶
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
あ
る
。
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
こ
こ
に
「
珂
瑠
」
の
文
字
が
見
え
る
。
と
あ
り
、
ま
た
、
丁
東
。
盤
也
。
城
翌
弦
翌
。
皆
稲
＞
之
。
又
作
1
一
丁
嘗
―
者
。
蓋
東
営
二
音
。
古
通
用
也
。
と
あ
る
。
こ
こ
に
「
丁
東
」
「
丁
営
」
の
文
字
が
見
え
る
。
さ
ら
に
『
楽
考
』
の
遼
大
楽
器
、
明
製
簡
式
、
明
笙
式
、
籠
管
、
元
莞
笛
、
龍
笛
の
各
項
目
に
、
『
績
文
献
通
考
』
（
三
百
五
十
巻
。
清
・
乾
隆
十
二
年
。
密
樅
等
撰
）
の
巻
百
五
十
三
「
楽
考
歴
代
楽
制
」
、
巻
百
五
十
四
「
楽
考
楽
器
」
か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
、
奏
清
和
之
曲
」
中
に
、
「
楽
考
楽
歌
下
」
の
「
送
神
盤
鍍
鐙
塁
僚
環
城
分
響
珂
瑶
神
人
交
賀
分
巻
百
五
十
八
『
清
楽
考
』
中
の
相
当
数
の
項
目
に
『
通
雅
』
『
紋
文
献
通
考
』
と
い
っ
た
漢
籍
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
熔
惹
が
こ
れ
ら
を
見
落
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
十
七
歳
の
時
に
「
家
学
漢
土
文
章
為
主
」
（『宇
田
川
格
自
叙
年
譜
』
）
と
父
玄
真
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
椿
奄
は
、
漢
学
に
も
精
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
漠
籍
か
ら
町
瑶
の
号
を
採
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
- 61 -
『
清
楽
考
』
に
は
月
香
石
氏
所
蔵
で
清
音
斎
製
の
月
琴
に
つ
い
て
、
九
丁
表
か
ら
十
一
丁
裏
ま
で
と
十
三
丁
表
に
詳
細
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
楽
律
資
料
』
に
も
「
月
香
蔵
清
音
斎
製
月
琴
柱
度
」
と
題
し
た
一
枚
が
あ
り
、
柱
度
か
ら
い
っ
て
『
楽
考
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
と
同
一
楽
器
と
判
断
さ
れ
る
。
二
資
料
の
記
述
の
さ
れ
方
か
ら
み
て
、
他
の
著
作
か
ら
書
き
写
し
た
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
格
竜
が
月
香
か
ら
直
接
月
琴
を
借
り
受
け
て
、
そ
れ
を
分
析
、
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
棺
奄
が
住
ん
だ
鍛
冶
橋
御
門
内
の
津
山
藩
松
平
家
邸
か
ら
石
田
月
香
の
住
居
の
あ
っ
た
金
吹
町
へ
は
、
外
堀
に
添
っ
て
北
に
向
っ
て
歩
け
ば
現
在
で
も
十
五
分
は
か
か
ら
な
い
。
二
人
の
往
来
は
き
わ
め
て
自
由
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
月
香
が
い
つ
ご
ろ
長
崎
か
ら
江
戸
に
戻
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
天
保
七
年
版
の
『
廣
盆
諸
家
人
名
録
』
に
「
金
吹
町
石
田
半
一
著
作
集
』
第
七
巻
昭
46
所
収
に
詳
し
い
）
。
ら、 伝
来
し
、
後
琴
江
は
京
都
に
出
て
清
楽
を
広
め
た
。
別
に
天
保
の
初
め
(
-
八
―
―
10
頃
）
に
清
人
林
徳
建
も
長
崎
に
伝
来
し
、
ら
頴
川
連
等
を
出
し
た
。
頴
川
門
下
に
は
石
田
月
香
や
鏑
木
渓
庵
等
が
お
り
、
幕
末
の
江
戸
を
中
心
に
し
て
清
楽
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
橙
奄
は
、
石
田
醒
斎
の
養
子
で
江
戸
の
雅
人
、
中
年
に
な
っ
て
長
崎
に
往
き
、
清
楽
を
学
ん
で
帰
っ
て
ぎ
た
石
田
月
香
(
5
日
遷
竺
芹
）
か
直
接
清
楽
の
演
奏
を
教
授
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
（
月
香
と
父
醒
斎
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
森
銑
三
氏
「
石
田
醒
斎
と
そ
の
交
友
」
『
森
銑
(『音
楽
事
典
』
昭
32
「
明
清
楽
」
の
項
）
。
清
楽
の
我
国
へ
の
伝
来
に
は
二
つ
の
経
路
が
あ
っ
た
。
五
枚
の
う
ち
各
一
枚
に
す
ぎ
な
い
。
『
宇
田
川
棺
奄
楽
律
研
究
資
料
』
と
『
秘
稿
東
西
楽
律
』
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
清
楽
の
演
奏
の
際
に
問
題
に
な
る
和
漠
の
楽
律
の
対
照
表
や
楽
器
の
図
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
西
洋
音
楽
に
関
す
る
楽
律
資
料
と
思
わ
れ
る
の
は
、
『
楽
律
資
料
』
十
二
枚
、
『
秘
稿
』
す
な
わ
ち
棺
竜
が
町
瑠
の
号
で
著
作
し
た
時
期
と
江
戸
に
お
け
る
清
楽
の
流
行
が
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
―
つ
は
文
化
・
文
政
年
間
(
-
八
0
四
ー
一
八
一
―
10
)
に
清
人
金
琴
江
が
長
崎
に
そ
の
門
下
か
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宇
田
川
熔
惹
の
号
を
め
ぐ
っ
て
と
い
え
る
。
九
日
の
こ
と
で
、
「
明
楽
器
七
ッ
、
兵
衛
」
と
見
え
、
西
田
直
養
の
『
筏
舎
漫
筆
』
の
巻
八
に
「
石
田
半
兵
術
を
訪
ふ
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
保
八
年
十
二
月
十
主
人
是
ヲ
楽
ム
‘
―
二
曲
ヲ
聞
」
と
あ
る
。
月
香
（
半
兵
衛
）
は
直
養
等
に
得
意
の
明
清
楽
を
演
奏
し
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
石
田
月
香
は
天
保
七
年
頃
に
は
江
戸
に
戻
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
六
年
三
月
の
父
醒
斎
の
死
が
契
機
と
林
徳
建
が
長
崎
に
清
楽
を
伝
来
さ
せ
て
か
ら
七
年
程
経
っ
て
い
る
こ
の
時
期
に
、
棺
奄
と
月
香
と
の
清
楽
に
関
す
る
交
流
が
始
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
棺
奄
は
町
瑶
と
い
う
号
で
熱
心
に
清
楽
に
関
す
る
著
作
を
成
し
て
い
た
と
思
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
秘
稿
東
西
楽
律
』
中
の
胡
弓
の
図
と
思
わ
れ
る
一
枚
の
紙
背
は
天
保
六
年
刊
の
『
蘭
学
重
宝
記
』
の
断
片
で
あ
り
、
現
在
棺
竜
•
興
斎
の
書
入
れ
本
が
遣
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
熔
惹
が
天
保
七
年
頃
に
は
町
瑶
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
の
傍
証
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
町
瑠
の
号
で
著
作
さ
れ
た
三
資
料
で
、
他
に
年
代
の
比
定
で
ぎ
る
も
の
に
、
に
も
触
れ
た
と
お
り
熔
惹
最
晩
年
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
『
和
蘭
志
略
』
十
六
冊
中
に
は
、
そ
の
起
筆
や
装
釘
の
年
月
を
記
し
た
六
冊
が
あ
る
が
、
最
も
早
い
の
が
弘
化
元
年
四
月
中
旬
、
遅
い
の
が
弘
化
二
年
九
月
で
あ
り
、
と
内
容
が
一
致
す
る
。
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
て
聞
か
せ
た
も
の
と
み
え
る
。
『
和
蘭
志
略
』
（
杏
雨
書
屋
蔵
）
の
十
六
冊
目
に
あ
る
「
亜
休
別
ホ
多
博
」
の
一
節
椿
奄
は
弘
化
三
年
六
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
『
秘
稿
』
の
一
枚
は
加
筆
・
訂
正
が
は
な
は
だ
し
く
成
稲
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
弘
化
年
間
か
ら
は
な
れ
た
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
棺
奄
は
天
保
七
年
頃
か
ら
最
晩
年
の
弘
化
年
間
ま
で
町
瑶
の
号
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
和
蘭
志
略
』
は
最
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
秘
稿
』
中
の
一
枚
が
あ
り
、
こ
の
記
述
は
先
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い
て
い
た
の
は
印
象
的
で
あ
る
。
し
か
し
棺
惹
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
動
機
で
町
瑶
を
名
乗
り
初
め
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い。
『
宇
田
川
棺
自
叙
年
譜
』
の
文
政
七
年
に
、
「
予
櫻
居
数
年
」
「
因
号
棲
日
観
自
在
菩
薩
棲
」
と
棺
奄
は
書
い
て
お
り
、
自
ら
の
住
居
を
菩
薩
棲
と
名
づ
け
、
そ
こ
に
数
年
い
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
十
年
後
の
天
保
五
年
二
月
十
日
の
大
火
で
菩
薩
棲
は
焼
失
、
翌
六
年
八
月
に
は
鍛
冶
橋
御
門
内
の
新
た
に
成
っ
た
住
居
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
深
川
か
ら
熔
惹
は
移
り
住
ん
で
い
る
。
『
楽
律
資
料
』
に
は
「
丁
瑶
居
所
蔵
」
の
月
琴
の
柱
度
を
書
写
し
た
一
枚
が
あ
っ
た
が
、
あ
る
い
は
天
保
六
年
八
月
に
移
り
住
ん
だ
新
居
を
「
丁
瑶
居
」
と
名
づ
け
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
町
瑠
の
号
を
用
い
初
め
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
宇
田
川
熔
竜
の
学
問
的
関
心
は
天
保
初
年
の
頃
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
医
学
、
薬
学
か
ら
化
学
の
研
究
へ
と
移
っ
て
い
た
（
道
家
氏
論
文）
。
そ
の
成
果
は
植
物
化
学
の
内
容
を
多
く
持
つ
『
植
学
啓
源
』
三
巻
附
図
一
巻
（
天
保
四
年
刊
）
や
代
表
的
著
作
と
な
っ
た
『
舎
密
開
宗
』
二
十
一
巻
（
天
保
十
I
弘
化
三
年
刊
）
の
翻
訳
、
出
版
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
文
政
十
一
年
に
ツ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
、
天
保
十
年
に
蛮
社
の
獄
が
引
き
起
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
蘭
学
者
は
厳
し
い
規
制
の
下
で
の
仕
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
空
気
の
中
で
、
熔
奄
は
化
学
の
勉
強
に
打
ち
込
み
、
そ
の
合
い
間
に
自
ら
の
『清
楽
考
』
『
宇
田
川
棺
華
楽
律
研
究
資
料
』
『
秘
稿
東
西
楽
律
』
の
よ
う
な
音
楽
し
に
く
い
厳
し
い
時
代
に
家
庭
内
に
も
め
事
を
抱
え
な
が
ら
成
し
た
著
作
に
、
ま
た
天
保
十
一
年
の
『
自
叙
年
譜
』
に
あ
る
ご
と
く
、
晩
年
の
棺
惹
は
養
子
問
題
で
、
義
母
と
の
不
和
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
仕
事
の
玉
の
響
き
を
形
容
す
る
可
瑠
と
い
う
美
し
い
音
の
号
を
用
関
係
の
著
作
も
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
心
を
な
ぐ
さ
め
る
べ
く
月
琴
を
弾
じ
（
藤
浪
氏
論
文
）
、
五
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宇
田
川
椿
惹
の
号
を
め
ぐ
っ
て
そ
し
て
「
町
瑶
秘
稿
」
「
町
瑠
源
戯
筆
」
と
い
っ
た
記
述
の
し
か
た
に
、
著
者
と
し
て
の
自
分
や
著
作
内
容
を
公
に
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
、
そ
こ
に
厳
し
い
時
代
に
対
す
る
熔
惹
の
慎
重
な
姿
勢
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
小
論
中
、
格
奄
の
自
箪
稿
本
や
手
沢
本
で
、
特
に
注
記
の
な
い
も
の
は
、
本
館
洋
学
文
庫
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
小
論
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
本
館
、
津
山
洋
学
資
料
館
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
の
諸
氏
よ
り
種
々
有
益
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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